
                

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校だより「けやけき木」について 
 東山小学校のシンボルツリーでもあり、「けやきっ子」という東山小学校の子ども

たちの愛称でもある「けやき」は、「美しい」とか「ひときわ優れている」という意味

の「けやけき」が語源なのだそうです。「けやき」が「けやけき木」であることに、と

ても大きな意義や意味を感じ、校長が作成する学校だよりのタイトルを「けやけき木」

にしています。（意味もそうですが、声に出して読んだときのリズミカルな音も気に入

っています！ちょっと読みにくいところが楽しい！）この「けやけき木」を通して、

東山小学校における「けやけき」ものを、校長なりに伝えていきたいと思います。         

 

令和元年度末退職者及び令和２年度の教職員紹介 

 ７日は登校しましたが、始業式は式典として行わなかったため、紙面に

てお伝えします。 

＜３月３１日(火) 退職者を含め１３名が東山小から去られました＞ 

 

退

職 

教   頭 新保 勝久 ６年間在職 大府市教育委員会（放課後係）へ 

給食調理員 阿部惠美子 ３年間在職 大府市立大府中学校(再任用)へ 

ｽｸｰﾙ･ﾗｲﾌ･ｻﾎﾟｰﾀｰ 石原 好美 ２年間在職 
 

転

出 

校 務 主 任 北村 嘉伸 ２年間在職 阿久比町立阿久比中学校（校務）へ 

教 諭 加藤 万幸 ９年間在職 知多市立岡田小学校（校務）へ 

教 諭 瀧澤 早弥 ６年間在職 大府市立共和西小学校へ 

期 付 講 師 乾  功樹 １年間在職 知多市立岡田小学校へ 

教諭（再任用） 深井千加子 ６年間在職 大府市立共長小学校（再任用）へ 

教諭（再任用） 近藤 恵子 ２年間在職 東海市立三ツ池小学校（再任用）へ 

事 務 主 事 浅井 安恵 ５年間在職 半田市立板山小学校へ 

非常勤講師 渡邉 里恵 ２年間在職 東海市立船島小学校へ 

非常勤講師 野口 三恵 １年間在職 東浦町立石浜西小学校へ 

Ａ Ｌ Ｔ ジョナサン・クアム ２年間在職 大府市立共長小学校へ 

♪ 大府市立東山小学校 学校だより ♬ 
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＜４月１日（水）令和２年度の教職員です！＞ 
※転入者は、○入として示しました。（ ）は前任校等です。 

校 長 西村 剛志 専 科 教 育 濱島 杏奈（育休復職） 

教 頭 ○入石川 浩次（大府小） 少人数指導 安藤  茂 

教 務 主 任 友田 彰彦 育 短 補 充 ○入白石つぐみ（東浦・森岡小） 

校 務 主 任 ○入鈴木みち子（半田・亀崎小） 育 短 補 充 ○入河合 由美（新任） 

養 護 教 諭 鐘築  澪 少人数指導 永井久仁美 

事 務 主 事 三門 夕奈（育休復職） 研 修 補 充 渡邊 里英 

栄 養 教 諭 森山 青依   

＜ 学 年 ＞ ＜ １ 組 ＞ ＜ ２ 組 ＞ ＜ ３ 組 ＞ 

１ 年 奥村 静香 中島 萌里 山本 瑛子 

２ 年 青木 貴子 東  純矢  

３ 年 田中 葉子 武田  彩  

４ 年 西尾ひとみ ○入水野竜之介（新任）  

５ 年 杉本 正樹 成田 優子  

６ 年 道脇 大斗 森本 花菜  

＜ 学 級 ＞ ＜たんぽぽ＞ ＜なのはな＞ 

１ 組 平山 幸代 小園 律子 

２ 組 榊原 浩太 髙木絵里香 

３ 組 ○入山田 晶（名古屋・白鳥小） 加藤 秀徳 

用 務 員 津村 恭代 市 事 務 杉山 由季 

給食調理員 青山由喜子   小田 康代   柴原 優子   梶原 祐美   米島 智恵  

ｽｸｰﾙﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾀｰ 大島 浩代 特別支援学級補助員 松澤由紀子 

スクールカウンセラー 岩瀬真理子 通常学級特別支援員 小口 法子 

図書パート 長谷川靖子 ＩＣＴ支援員 冨田 美紀 

Ａ Ｌ Ｔ ダーリーン・シマダ 
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ぼくたちも、東山小のメンバーです。そうお伝えして１年ですが、

やっぱりだれもぼくたちの名前を知りません！悲しいブ～ 


